
議-8

商
工
会
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
発
行

（３）状
況

・
加
盟
店
発
行
枚
数４

，
７
１
８
枚

・
回
収
枚
数

２
，
４
７
２
枚

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化

（４）
９
月

日
に
Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
椎
茸
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生
産
部
会
の
「
生
し
い
た
け
」
が

ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
推
奨
さ
れ

た
。
ま
た
、
札
幌
狸
小
路
商
店
街

に
あ
る
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
マ
ー
ト
」
に
本

町
の
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
出
展
。

月
か
ら
は
新
米
も
追
加
出
展
し

10て
い
る
。

農
業
振
興
公
社
（
仮
称
）

(５)
平
成

年

月
に
農
業
者
の
担

22

11

い
手
不
足
解
消
や
遊
休
農
地
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
新
十
津

川
町
・
浦
臼
町
・
Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
の

三
団
体
に
よ
り
構
想
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
設
立
準
備
を
進
め
て
き

た
が
、
９
月

日
に
浦
臼
町
長
が

22

来
町
し
、
不
参
加
の
意
向
を
伝
え

ら
れ
た
。

今
後
に
お
い
て
は
、
新
十
津
川

町
と
Ｊ
Ａ
ピ
ン
ネ
の
二
団
体
で
検

討
を
再
開
し
、
公
社
の
設
立
に
向

け
基
本
計
画
、
役
員
及
び
出
資
等

の
審
議
を
行
い
、
年
度
内
の
設
立

を
目
指
し
進
め
る
。

市
町
村
議
会
議
員
特
別
研
修

（
地
方
行
財
政
コ
ー
ス
）

長

名

實

研
修
期
間

平
成

年

月

日
か
ら

日

23

10

17

21

研
修
地

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
究
所

（
滋
賀
県
大
津
市
）

こ
の
た
び
の
市
町
村
議
員
特
別

研
修
に
は
、
市
議
会
議
員

名
、

42

町
議
会
議
員

名
、
村
議
会
議
員

11

１
名
の
総
勢

名
の
参
加
者
で
５

54

日
間
の
日
程
で
研
修
が
行
わ
れ

た
。初

日
の
講
義
は
、「
地
域
主
権
改

革
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
」
に

つ
い
て
総
務
省
自
治
行
政
局
の
山

崎
課
長
か
ら
平
成
に
な
っ
て
か
ら

の
地
方
分
権
の
流
れ
や
地
域
主
権

戦
略
大
綱
、
地
方
自
治
法
の
改
正

内
容
に
至
る
ま
で
、
分
権
に
伴
う

議
会
の
役
割
を
中
心
に
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。

次
に
、
関
西
学
院
大
学
小
西
砂

千
夫
教
授
の
「
自
治
体
財
政
の
健

全
化
」
に
つ
い
て
の
講
義
だ
っ
た
。

平
成

年
６
月
に
施
行
し
た
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「
財
政
健
全
化
法
」
は
、
自
治
体
財

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
よ
り
高

め
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
法
律
で
あ
る
。

ま
た
、
先
進
的
な
事
例
と
し
て

岐
阜
県
多
治
見
市
の
「
財
政
健
全

化
条
例
」
は
、
国
が
関
与
す
る
財

政
健
全
化
法
だ
け
に
頼
る
の
で
は

な
く
、
時
代
や
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
独
自
条
例
を
策
定

し
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
町
の
財

政
を
守
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
自

己
防
衛
の
条
例
で
も
あ
っ
た
。

研
修
の
中
間
で
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
岩
手
県
遠
野

市
の
本
田
敏
秋
市
長
か
ら
「
前
例

な
き
地
域
課
題
に
立
ち
向
か
う
た

め
に
」
と
題
し
講
演
が
あ
っ
た
。

遠
野
市
は
、
国
道
４
号
線
、
東

北
自
動
車
道
、
東
北
新
幹
線
と
の

中
間
に
位
置
し
て
お
り
交
通
の
要

所
で
あ
る
。
大
規
模
な
防
災
訓
練

も
し
て
い
た
遠
野
市
に
は
、
交
通

の
利
便
性
を
生
か
し
後
方
支
援
基

地
が
設
け
ら
れ
た
。
災
害
時
に
は

迅
速
な
行
政
の
対
応
が
必
要
で
、

ト
ッ
プ
（
市
長
）
の
決
断
力
こ
そ

が
復
旧
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を

説
い
て
い
た
。

町
の
財
政
を
勘
案
し
つ
つ
、
災

害
に
対
す
る
備
え
を
万
全
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
実
感
し
た
。

編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後

編

集

後

記記記記記記記記記記記

皆
さ
ま
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
を
顧
み
ま

す
と
災
害
の
多
い
一
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
本
年
は
災
害
の
な

い
一
年
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

地
球
の
誕
生
は
約

億
年
前
。

50

約

億
年
前
か
ら
地
球
は
地
震
な

25
ど
物
体
活
動
を
引
き
起
こ
し
な
が

ら
安
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
我
々
人
間
は
、
自
然
活
動

の
中
で
上
手
に
順
応
し
て
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
現
代
の
科
学
技
術

を
駆
使
し
て
も
自
然
が
も
た
ら
す

力
に
は
勝
て
な
い
こ
と
を
認
識
す

る
こ
と
が
肝
要
か
と
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
広
報
委
員

は
青
田
委
員
長
を
中
心
に
、
分
か

り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
議
会
だ
よ
り
の
感
想

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
安
中
）

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

委
員
長

青
田

良
一

副
委
員
長

山
田

秀
明

委
員

笹
木

正
文

安
中

経
人

西
内

陽
美

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告
会会会会会会会会会会
のののののののののの
ごごごごごごごごごご
案案案案案案案案案案

議
会
報
告
会
の
ご
案
内内内内内内内内内内内

新
十
津
川
町
議
会
は
、
平
成
24

年
第
１
回
定
例
会
（
３
月
）
終
了

後
、
全

行
政
区
を
回
り
『
議
会

11

報
告
会
』
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
審
議
内
容
や
委
員
会
活

動
の
報
告
、
意
見
交
換
が
主
な
内

容
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め

る
た
め
に
は
、
町
民
と
議
会
が
一

つ
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
に
も
皆
様

か
ら
議
会
活
動
へ
の
意
見
や
要

望
、
町
政
に
対
す
る
提
言
な
ど
多

く
の
方
の
参
加
と
ご
意
見
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
日
程
や
場
所

は
決
ま
り
次
第
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

癌
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岩
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平成23年10月11日の文京区の様子


